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私
が
関
東
か
ら
芦
屋
に
移
っ
て
き
た
の
は
、

三
十
余
年
前
の
夏
で
し
た
。
そ
の
頃
は
、
芦

屋
川
に
程
近
い
平
田
町
に
住
ん
で
い
ま
し
た

の
で
、
二
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、
穏
や
か
に

流
れ
る
芦
屋
川
で
の
水
遊
び
に
大
は
し
ゃ
ぎ

し
て
お
り
ま
し
た
。

　

芦
屋
の
暮
ら
し
に
馴
染
ん
で
き
た
頃
、
私

は
素
朴
に
、
目
の
不
自
由
な
子
ど
も
さ
ん
た

ち
に
本
を
読
ん
で
あ
げ
た
い
と
思
い
、
福
祉

の
門
を
叩
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
朗
読
奉
仕
グ
ル
ー

プ
「
あ
し
笛
」
の
創
設
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
る

こ
と
に
な
り
、
視
力
障
害
の
あ
る
か
た
た
ち

　
　

　
　

へ
市
の
情
報
を
提
供

　
　

す
る
た
め
、
「
広
報
あ

　
　

し
や
」
を
自
宅
で
録
音

　
　

い
た
し
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
が
現
在
の
場
所
に
移
っ

た
の
を
機
に
、
録
音
室
が
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
数
人
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
「
広

報
」
を
読
み
ダ
ビ
ン
グ
し
て
、
リ
ス
ナ
ー
に

届
け
る
と
い
う
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

玄
関
で
テ
ー
プ
を
手
渡
し
た
時
の
感
謝
の
言

葉
に
疲
れ
を
忘
れ
、
心
が
通
じ
合
っ
た
嬉
し

さ
を
胸
に
、
家
路
を
急
い
だ
も
の
で
し
た
。

　

わ
か
り
や
す
く
耳
に
心
地
よ
い
テ
ー
プ
づ

く
り
を
第
一
に
考
え
、
私
の
仕
事
上
の
経
験

を
生
か
し
て
、
お
仲
間
に
は
朗
読
の
心
と
と

も
に
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
ア
ク
セ
ン
ト
等
の
指
導

も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
や
メ
ン
バ
ー
は
三
十
名
、
朗
読
活
動
も

「
広
報
」
を
は
じ
め
、
小
説
か
ら
俳
壇
・
歌

壇
や
経
済
誌
ま
で
、
毎
月
数
百
本
の
テ
ー
プ

と
な
り
、
中
に
は
全
国
を
旅
す
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。

　

今
年
十
一
月
に
は
、
長
年
愛
聴
し
て
く
だ

さ
っ
た
リ
ス
ナ
ー
へ
の
感
謝
を
こ
め
て
、

「
三
十
周
年
の
お
祝
い
の
会
」
を
計
画
中
で

す
。

　

私
個
人
と
し
て
は
、
六
月
に
陽
光
町
老
人

会
で
、
田
辺
聖
子
の
作
品
を
朗
読
し
、
お
年

寄
り
の
大
き
な
笑
い
声
に
こ
ち
ら
も
元
気
を

い
た
だ
き
、
次
に
お
訪
ね
す
る
潮
見
老
人
会

で
の
朗
読
が
楽
し
み
で
す
。
ま
た
、
Ｒ
Ｓ
Ｔ

と
し
て
の
「
谷
崎
作
品
朗
読
会
」
も
十
余
年

続
き
、「
京
こ
と
ば
に
よ
る
源
氏
物
語
」
も
十

五
枚
に
Ｃ
Ｄ
化
さ
れ
、
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

朗
読
を
通
し
て
何
か
の
お
役
に
立
て
れ
ば

と
、
踏
み
出
し
た
芦
屋
で
の
一
歩
に
よ
っ
て
、

私
は
実
に
た
く
さ
ん
の
も
の
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
に
感
謝

し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
私
の
朗
読
人
生
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

●
北
山 
た
か
子
（
き
た
や
ま 
た
か
こ
）
氏

　
　

大
阪
市
出
身
。
府
立
夕
陽
丘
高
女
、

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
英
語
専
門
学
校
卒
業
後
、
朝

　

日
放
送
劇
団
の
二
期
生
と
し
て
、
ラ
ジ

　

オ
・
テ
レ
ビ
で
活
躍
。
結
婚
後
、
一
時

　

所
沢
市
に
移
る
が
、
昭
和
四
十
八
年
以

　

降
、
芦
屋
市
在
住
。

　
　

昭
和
五
十
年
「
あ
し
笛
」
発
足
。
そ

　

の
他
、
こ
れ
ま
で
芦
屋
市
の
イ
ベ
ン
ト

　

等
の
司
会
も
多
数
務
め
て
い
る
。

　
　

現
在
は
、
「
あ
し
笛
」
会
員
の
ほ
か
、

　

朝
日
放
送
の
Ｏ
Ｂ
と
結
成
し
た
朗
読
グ

　

ル
ー
プ
「
Ｒ
Ｓ
Ｔ
」
会
員
。
阪
神
間
の

　

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
朗
読
の
講
師
。

　

今
秋
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
に
出
演
予
定
。

　

俳
句
で
は
、
稲
畑
汀
子
氏
に
師
事
。

水道の修理は「芦屋市指定水道工事事業者」へ

夜間(1 7: 0 0～9: 0 0)水道修理工事当番表【８月】

問い合わせ　水道部工務課維持担当　緯38-2083

●平日の昼間は水道部へ

お尋ねください。

●土曜日・日曜日・祝日

は市役所(緯31-2121)へ

お尋ねください。

●夜間の修理は右の業者

が待機しています。

　　店　名 TEL 当番日

芦
屋
と
私
と
朗
読
と

撮影・桑田敬司(ハナヤ勘兵衛)

国民健康保険「人間ドック検査料」助成
下半期 受け付け

　市では、疾病の予防・早期発見・早期治療のため「人間ドック１日コース検査料」を助成します。

■対　象　者　次のすべてに該当するかた

　　　　　　①８月１日現在で、１年以上継続して芦屋市国民健康保険に加入されているかた

　　　　　　②昭和４5年４月２日以前生まれのかた

　　　　　　③申請時において、平成１6年度以前の保険料に未納がないかた

　　　　　　④今年度上半期で受診されていないかた

■検査機関　芦屋病院の「人間ドック１日コース」

■検査項目　身体測定、一般診察、尿一般、便ヘモグロビン、胸部Ｘ線、心電図、血清検査、血液

　　　　　　一般、血液化学（肝機能、腎機能、膵機能、糖質、脂質検査）、腫瘍マーカー、胃カ

　　　　　　メラまたは食道・胃・十二指腸造影（バリウム）、腹部超音波検査、直腸触診、眼科検

　　　　　　査、耳鼻咽喉科検査、胸部ＣＴ検査

　　　          ＊（女性のみ）子宮癌検診、乳腺触診、乳房撮影検査

■助成内容　検査料金　　男性　43,000円／女性　45,000円

　　　　　　助成金額　　22,000円

　　　　　　本人負担額　男性　21,000円／女性　23,000円

■定　　員    300人　※定員を超えて申し込みがあった場合、８月15日（月）午後１時から市役所北

　　　　　　館２階会議室３で公開抽選します。                             

■検　査　日　10月１日～平成18年３月31日（土・日・祝日は除く）　※芦屋病院・業務課医事担当が日

　　　　　　程調整の上、９月1日以降に返信はがきでお知らせします。

■申し込み　往復はがき(１人につき１枚)に、①被保険者証番号②氏名③住所④生年月日⑤男・女

　　　　　　⑥電話番号⑦胃カメラ（月・木・金曜日）またはバリウム（火・水曜日）の選択⑧希望受診

　　　　　　日があるかたは記載（ご希望に沿えない場合もあります）し、８月10日（水）<必着>まで

　　　　　　に上記「人間ドック」係(〒659-8501　精道町７-６)へ。

問い合わせ　保険年金課国民健康保険担当　緯38-2035

戦没者等遺族特別弔慰金受給のかたへ

　戦没者等の遺族に対する特別弔慰金の請求期間は、平成20年３月31日までの約３年間です。

■対　　象　４月１日現在、恩給法などに基づく年金受給権者がいない場合で、戦没者死亡当時の

　　　　　　三親等内親族のうち、最先順位のかた

■支給内容　額面40万円、10年償還の記名国債

■申請窓口　請求者の居住地の市区町村援護担当課へ（相談日以外でも申請は受け付けます）

■請求に関する相談日(執務時間内)／対象地域　※会場①～④市役所北館２階会議室３、⑤会議室２

　①８月24日（水）／奥山、奥池町、奥池南町、六麓荘町、朝日ケ丘町、山手町、山芦屋町、岩園

　　　　　　　　　町、東山町、東芦屋町、西山町、三条町

　②８月26日（金）／翠ケ丘町、親王塚町、大原町、船戸町、松ノ内町、月若町、西芦屋町、三条

　　　　　　　　　南町、楠町、上宮川町、業平町、前田町、清水町

　③８月29日（月）／春日町、打出小槌町、宮塚町、茶屋之町、大桝町、公光町、川西町、津知町、

　　　　　　　　　打出町、南宮町、若宮町、宮川町、竹園町、精道町、浜芦屋町、平田北町

　④８月30日（火）／大東町、浜町、西蔵町、呉川町、伊勢町、松浜町、平田町 

　⑤８月31日（水）／新浜町、浜風町、高浜町、若葉町、緑町、潮見町、陽光町、海洋町、南浜町 

問い合わせ　保健福祉部総務課　緯38-2040

交際費を自主公開します
～より開かれた市政を目指して～

■公開内容　支出年月日・金額・種別・支出内容（相手）等※病気見舞いに関する個人名は

非公開　■公開開始日　４月～６月分…８月１日／７月～９月分…10月31日／10月～12月

分…平成18年１月31／１月～３月分…５月１日　■受付時間　平日の午前９時から午後５

時15分（正午～午後０時45分を除く）　■閲覧申請　「市交際費自主公開資料閲覧票」に必

要事項を記入し下記へ。複写は１枚につき10円必要　■公開場所・問い合わせ　市長交際

費(秘書課 緯38-2000)／教育長交際費(教育委員会総務課緯38-2085)／消防長交際費(消防

本部総務課緯 38-2095)／議長交際費(市議会事務局 緯38-2001)　

８月は
「道路ふれあい月間」 道路は正しく使いましょう

　道路はみんなのものです。子どもや高齢者、障害のあるかたや車いすを利用す

るかたも安心して通れるよう、安全で快適な道路環境づくりを心がけましょう！

　道路にはみ出している広告看板類や商品等の不法占用物件は、通行の妨げにな

るだけでなく、非常に危険ですので撤去してください。生垣についても見通しが

悪くなる等、交通事故の原因となるため手入れをお願いします。また、道路清掃

していただく際、砂・ゴミ等を側溝や雨水桝に掃き込まれますと、雨水排水の詰

まりの原因になりますので、掃き込まないようご協力をお願いします。

　建築工事等で道路を使用する場合には、必ず占用許可の申請をしてください。

問い合わせ　道路課　緯38-2062

日本の唄、南欧の歌

公民館音楽会

■日時　８月27（土）午後１時30分～３時

■会場 　市民センター音楽室　■出演

田中郷子(ソプラノ)、加藤哲子(ピアノ)

■曲目　中国地方の子守歌／荒城の月／

スペインの歌曲ほか　■参加費　500円

■申し込み　往復はがきに参加者全員の

氏名・住所・電話番号を記入し、８月13

日（土）までに下記へ

ＮＨＫ公開セミナー

■日時　８月24日（水）午後２時～３時30分　■会場　

ルナ・ホール　■テーマ　シルクロードと中国－永遠

の都、長安から見た西域　■講師　学習院大学教授・

鶴間和幸氏　■申し込み　往復はがきに、住所・氏名・

電話番号・参加人数（１人または２人）を記入の上、８月

11日（木）〈必着〉までに下記へ（１枚のはがきで２人ま

で申し込み可。応募者多数のときは抽選）

※参加者に、県立美術館開催の「新シルクロード展」

　招待券（１人１枚）を進呈します。

問い合わせ　公民館　緯35-0700(〒659-0068　業平町8-24)


